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論 文 内 容 の 要 旨
StreptomycesluteoreticuliKATOH etARAIの産生する毒性物質ならびに抗生物質の本体を明ら
かにすると共に, 放線菌の化学分類に資する目的で, その代謝産物を単離し, 化学的検討を行った結果,
下記のどとき知見を得た｡
1) Streptomycesluteoreticuli を glucosebouilon中 280で60-72時間, 振鼓培養または通気接辞
培養して得られる培養減液から, 既知抗生物質 aureothricin(I), および thiolutin(Ⅱ)を, 単離, 同定
した｡ 菌体からは主な色素成分として, 既知毒性物質 aureothin(Ⅱ)および毒性を有する新物質 luteore-
ticulin(Ⅳ), Cl｡H19NO5,rnP.184.5-1850を単離した. 更に菌体の微量成分を検索し, 新物質 1uteothin
(Ⅴ), C2H25NO5,mp.125-1260のほか Lmethoxy-phenazine(Ⅵ), 1.6-dimethoxyphenazine(Ⅶ),
methylphenazine-1-carboxylate(Ⅷ) を単離した｡ Ⅵ, Ⅶ, Ⅷは既知物質であるが, 天然からの単離は
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penLadienoicacid類の NMRスペクトルの検討から, 上記のカル ボン酸 類 の tranS-tranS 体の C3-
protonが, 2.5-2.9T の領域に signalを示すことを明らかにした｡ また上記カルボン酸の2重結合にメ
チル基の置換した化合物の幾何異性の決定に, 核 Overhauser効果の応用が有用であることを示した｡




天然に存在する aryl-[(C-C)n]pyrone型化合物のうち luteoreticulin(ⅠⅤ)は n-2に属する最初の例
であり,1nteothin(Ⅴ)はn-3に属する化合物としては at]reothin(Ⅱ) についで2番目の例である｡
5) 上記のどとくして得 られた2種の pyrrOthine型抗生物質, 3柾のニ トロ化合物, 3種の phena-
zine系化合物を, 他の Streptomyces属の菌種の産生する同様の特徴を有する化合物と比較した結果,
本菌が, 気菌糸の形態的特徴においても同じverticilalに属するとい う点 で 類 似 して い る Strept0 -
mycesthioluteusと, 極めて, 近縁の菌種であることを明らかにした｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は StreptomycesllteOreticuli K A T OHetARAIの産生する抗生物質および毒性物質の検索を
行ない培養減液より既知の抗生物質,aureothricin.thiolutinを単離同定し東に菌体より既知の aureO-
thim , 3種の Phcnazine類の他, 新物質として 1utcorctict]1in,1uteothinの2物質を単離した｡ 次 に
luteoreticulinについては種々のスペクトルデ- タ, 分解反応, 合成モデル化合物との比較に基づき構造
を推定し, 最後に合成によりその構造を推定した｡
Iuteothinについてもスペクトルデータや種々の反応にもとづきその構造を推定した｡
両者は共に nitrophenyL(C-C)∩-pyrone構造をもつ特異な物質である｡
またこれらの成分からみても本菌が S,thiolutheusと極めて近縁の薗種であることを明らかにした.
以上の結果は菌類代謝産物の化学に貢献するところ大である｡ したがって本論文は薬学博士の学位論文
として価値あるものと認定する｡
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